


























『羊をめぐる冒険』（『La caza del carnero salvaje』、Tusquets出版社）がFernando 
Rodríguez-Izquierdo訳で出ていました。しかし、その時は村上氏の小説はあまり
注目を集めず、21世紀になるまでその他の翻訳は見られませんでした。その後
2001年から、『Crónica del pájaro que da cuerda al mundo』（『ねじまき鳥クロニク
ル』、Tusquets出版社、Lourdes Porta Fuentes・Junichi Matsuura共訳）、『Sputnik, 

























































した。翻訳版の重版からタイトルは『Tokio Blues. Norwegian Wood』（スペイン語



























solpor』（『アフターダーク』）、『Do que estou a falar cando falo de correr』（『走るこ
とについて語るときに僕の語ること』）、『1Q84』（Mona Imaiとの共訳）です。
また『アフターダーク』は、『Gauaren sakonean』（『夜の奥底で』、Erein出版社、












一族』が出されました。その翻訳版のタイトルは『A veure qui és més alt. Midori, 























データ源：Alba Serra Vilella著、『 La Traducció de llibres japonesos a Espanya （1900-








































社が『Genji Monogatari: Romance de Genji』（Fernando Gutiérrez訳）と『La guerra 





Turner出版社から出た『Nami-ko: A Realistic Novel』という「Sakae Shioya and E. 
F. Edgett」の英訳からの重訳で、『¡Antes la muerte! Novela japonesa』は1912年にフ
ランスのPlon-Nourrit出版社によって発行された『Plutôt la mort: Roman japonais』
という「Olivier le Paladin」の仏訳からの重訳でした。『Genji Monogatari: 
Romance de Genji』というのは、ご想像のとおり、有名な『源氏物語』のArthur 
Waley英訳（『The Tale of Genji』、George Allen & Unwin、1925年－1933年）の重











社、César Durán訳）が翻訳され、1962年、『千羽鶴』（『Una grulla en la taza de 
té』、Vergara出版社、Luis de Salvador訳）が出ました。そして、皆さんの予想通
り、川端氏が1968年ノーベル文学賞を受賞してから、その翻訳の数は増えていき
ました。1969年、『山の音』（『El clamor de la montaña』、Plaza y Janés出版社、Jaime 
Fernández・Satur Ochoa共訳）、『古都』と『伊豆の踊子』（『Kioto. La danzarina de 











された『金閣寺』（『El pabellón de oro』、Seix Barral出版社、Juan Marsé訳）の翻
























































年 著作権消滅 著作権存続 合　　計
2015 19 16 35
2016 28 17 45
2017 21 13 34








そのリストは以下の通りです :①『Cuentos de amor』（短編集、Alfaguara出版
社、Akihiro Yano・Twiggy Hirota共訳）、②『El club de los gourmets』（『美食倶楽





gastronómica y otros cuentos』（短編集、Quaterni出版社、Isami Romero Hoshino
訳）、④『La historia de un ciego』（『盲目物語』、Satori出版社、Aiga Sakamoto
訳）、⑤『Sobre Shunkin』（『春琴抄』、Satori出版社、Aiga Sakamoto訳）、⑥、『La 
vida enmascarada del señor de Musashi』（『武州公秘話』、Satori出版社、Fernando 
Rodríguez-Izquierdo y Gavala訳）、⑦『El elogio de la sombra』（『陰翳礼讃』、Satori
出版社、Francisco Javier de Esteban Baquedano訳）。
江戸川乱歩の場合、次の４冊でした：①『Los crímenes del jorobado』（『孤島の
鬼』、Quaterni出版社、Ismael Funes Aguilera訳）、②『El lagarto negro』（『黒蜥蜴』、
Salamandra出版社、Lourdes Porta Fuentes訳）、③『La mirada perversa』（短編集、
Satori出版社、Daniel Aguilar訳）、④『El extraño caso de la isla Panorama』（『パノ
ラマ島奇談』、Satori出版社、Yoko Ogihara・Fernando Cordobés共訳）。
出版社名を見ると分かるように、大手出版社としては、ペンギン・ランダムハ
ウス・グループの下にあるAlfaguara出版社しか見られません。つまり、このチャ
ンスに飛びついたのはインディーズ出版社だったのです。環太平洋パートナー
シップ協定（TPP）交渉の関係で、アメリカに合わせて、日本も著作権保護期間
を延長するだろうとこの数年間言われてきましたが、まだ具体的な決断は出てい
ません。そのような変更があれば、スペインで日本文学の紹介の仕事を担ってい
るインディーズ出版社の活躍に大きな影響を与えることが考えられます。2022年
に、スペインで未紹介の志賀直哉がやっとスペイン語で読めるようになるだろう
ことにも影響を与えるに違いありません。
過去十年間で、スペインでの日本文学の立場は大きく変わったと言えるでしょ
う。作品の選択も、その紹介の仕方も、エキゾチシズムに偏った「二次的」翻訳
活動から、自発的で「一次的」な翻訳活動になってきました。これからも、より
多くのスペイン人が豊富で多彩な日本文学に出会えることを望んでいます。
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